
時
代
と
と
も
に
男
性
の
育
児
参
加
率
も
高
ま

り
、
父
親
が
積
極
的
に
子
育
て
や
家
庭
生
活
に
か

か
わ
る
と
、
夫
婦
の
絆
が
強
く
な
り
、
子
ど
も
の

健
全
な
成
長
、父
親
自
身
の
生
活
力
が
磨
か
れ
る

な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
よ
い
父

親
」で
は
な
く「
笑
っ
て
い
る
父
親
」を
日
本
中
に
増
や
し
た
い
。父
親
が
も
っ
と
自

然
に
、
自
由
に
育
児
が
で
き
る
社
会
に
ム
ー
ド
を
変
え
て
い
く
、
楽
し
い
子
育
て

を
満
喫
す
る
た
め
に
参
考
に
し
て
ほ
し
い一
冊
で
す
。

貸
出
：
月
〜
金

　9
時
〜
17
時（
祝
・
日
休
）

返
却
：
月
〜
土

　9
時
〜
21
時（
祝
・
日
休
）

【問合せ】
人財育成交流センターめぶき
☎896-1215
男女共同参画支援センターふくふく
☎896-1616

ふ
く
ふ
く
講
座
の
ご
案
内

め
ぶ
き
オ
ス
ス
メ
図
書
の
ご
案
内

「
防
災
講
座
〜
あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
体
験
会
〜
」

　
災
害
が
起
き
た
と
き
、避
難
所
で
年
齢
や
性
別
、国
籍
の
違
う
人
や
様
々
な

状
況
に
あ
る
人
が
集
ま
り
、一
緒
に
生
活
す
る
と
し
た
ら
避
難
所
を
ど
う
運
営

す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ
う
。避
難
所
で
起
こ
る
様
々
な
問
題
に
ど
う
対
応
す
る

か
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て「
避
難
者
の
目
線
」で「
自
助
」と「
共
助
」を
考

え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。

日

　
　時
　
９
月
７
日（
土
）　
10
時
〜
12
時

場

　
　所
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く

対

　
　象
　
関
心
の
あ
る
方

定

　
　員
　
４０
人（
先
着
順
）

参 

加 

費
　
無
料

講

　
　師
　
崎
山
　
翔
平（
日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部 

救
護
係
長
）

申
込
受
付
　
８
月
９
日（
金
）〜 

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

問 

合 

せ
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く（
平
日
10
時
〜
17
時
）

著
者
　安
藤
哲
也
、
小
﨑
恭
弘
／
合
同
出
版

うない いきー
203

申
込
み
は

こ
ち
ら
▼

パ
パ
ル
ー
ル
　あ
な
た
の
家
族
を
101
倍
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
本

めぶきふくふく 情報

市報  2024・8・99

アンコンシャス・バイアスを
知っていますか？

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

（
u
n
c
o
n
s
c
i
o
u
s-

b
i
a
s
）日
本
語
で「
無
意
識
の

偏
っ
た
モ
ノ
の
見
方
」
の
こ
と
で

す
。我
が
国
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
の
取
り
組
み
の
進
展
が
未
だ

十
分
で
な
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、

社
会
全
体
に
お
い
て
固
定
的
な
性

別
役
割
分
担
意
識
や
無
意
識
の
思

い
込
み（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ

イ
ア
ス
は
日
常
や
職
場
、
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
起
き
て
い
ま
す
。こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

お問合せ
市民協働課　男女共同係　☎893-4124
E-mail:Kikaku06@city.ginowan.okinawa.jp

「あぎじゃび商店」公演

「宜野湾市男女共同参画推進条例」
制定記念フォーラム You Tube

●血液型をきいて、相手の性格を想像する
●性別、世代、学歴などで、相手を見る
●“親が単身赴任です”と聞くと、まずは「父親」を思い浮かべる
（母親は思い浮かばない）
●「性別」で任せる仕事や、役割を決めている
●男性から育児や介護休暇の申請があると「奥さんは？」と咄嗟
に思う
●子育て中の女性に、転勤を伴う仕事の打診はしないほうがい
いと思う

　アンコンシャス・バイアスは誰にでもあって、あること自体
が問題というわけではありません。
　しかし、アンコンシャス・バイアスに気づかずにいると、そこ
から生まれた言動が、知らず知らずのうちに相手を傷つけた
り、キャリアに影響をおよぼしたり、自分自身の可能性を狭め
てしまう等、様々な影響があるため注意が必要です。

こんな経験ありませんか？

お互いに 未来を掴もう 共同参画


